
○ 「全国学力・学習状況調査の分析結果について、近隣の小（中）学校と成果や課題を共
有しましたか」、「近隣等の小（中）学校と、教科の教育課程の接続や、教科に関する共
通の目標設定など、教育課程に関する共通の取組を行いましたか」との質問について、肯
定的に回答した本道の学校の割合は、小・中学校ともに全国に比べて高い傾向がある。

● 小中連携に関する取組を「よく行った」と回答した学校においても、教科の平均正答率
が全国を下回っている状況が見られる。

▢ 目指す子ども像の共有、系統性を踏まえた指導の組織的な展開
・目指す子ども像の実現に向け、児童生徒の学習状況や地域の実態等を踏まえ、課題に即
した具体性を持った目標設定（目標の可視化）や取組内容等を明確にした組織づくりが
大切です。

・同一中学校区内の小学校と中学校で各種データ等に基づく成果と課題を共有するととも
に、教科の系統性を踏まえた教育課程や指導方法などの接続を確かなものにするなど、
小中連携に向けた取組の質を高めることが大切です。

〔分析〕

〔小学校と中学校の連携に向けて〕
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（３）小学校と中学校の連携した取組の充実

「平成31年度（令和元年度）の全国学力・学習状況調査の結果について、近隣等の中学校〔小学校〕と成
果や課題を共有しましたか」（学校質問紙）
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〔分析から明らかになったこと〕

「前年度までに、近隣等の中学校〔小学校〕と、教科の教育課程の接続や、教科に関する共通の目標設定
など、教育課程に関する共通の取組を行いましたか」（学校質問紙）

小学校 中学校

17.0 

18.9 

42.1 

44.1 

31.6 

29.8 

9.1 

7.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R3全国

R3北海道

よく行った どちらかといえば、行った あまり行わなかった 全く行わなかった

23.5 

28.7 

41.5 

41.3 

27.1 

25.0 

7.8 

4.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

R3全国

R3北海道

よく行った どちらかといえば、行った あまり行わなかった 全く行わなかった

63.2 67.5 63.2 
68.0 

40

60

80

小学校国語 小学校算数

よく行った 全く行わなかった

全国
64.7

全国
70.2

64.2 

55.1 

60.8 

51.8 

40

60

80

中学校国語 中学校数学

よく行った 全く行わなかった

全国
64.6

全国
57.2

64.2 
68.2 

62.4 
67.3 

40

60

80

小学校国語 小学校算数

よく行った 全く行わなかった

全国
64.7

全国
70.2

64.6 

55.5 

59.7 

50.7 

40

60

80

中学校国語 中学校数学

よく行った 全く行わなかった

全国
64.6

全国
57.2



小学校と中学校の連携を推進する体制の整備

小・中合同会議による各種調査結果の分析

乗り入れ指導による系統性の把握と指導の工夫・改善

教科の系統性を踏まえた教育課程の接続

取組のポイント

○ 小学校と中学校の連携を推進する体制の整備
○ 小・中合同会議による各種調査結果の分析
○ 乗り入れ指導による系統性の把握と指導の工夫・改善

○ 部会における活動を通して、小学校と中学校の連携に向けた全教職員の意識が
高まり、日常的な協働体制を構築することができた。

○ 各種調査結果の合同分析や乗り入れ授業等を行ったことで、児童生徒の学力や
学習状況を全教職員で共有することができ、教科の系統性を踏まえた教育課程の
接続や指導の工夫・改善につながった。

取組の成果

実践の概要

小・中学校の全教職員が部会（教務部・研修部・指
導部・保体環境部）に所属し、児童生徒の姿や指導に
ついて、日常的に共有できる体制を整備しています。

小・中合同会議において、全国学力・学習状況調査、
ほっかいどうチャレンジテスト等の各種調査結果を分
析し、指導の重点化や９年間を見通した指導計画の改
善を図っています。

乗り入れ授業や相互授業参観後の協議を通して、小学校と中学校の学習内容の系統性や発達
の段階による指導方法の違いを把握し、双方の指導の工夫・改善に役立てています。

中標津町立中標津東小学校・中標津町立広陵中学校

・教職員による推進協議会を発足し、小学校と中学校
の連携に係る協議を定期的に開催
・日常的な協働体制の構築

・全国学力・学習状況調査やほっかいどうチャレンジ
テスト等の合同分析による取組の検証
・児童生徒のつまずきを把握し、指導の重点を設定

・授業改善に向けた小・中学
校教員による協議の実施
・９年間を見通した学習内容
の系統性や連続性を踏まえ
た指導方法の工夫・改善
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【中学校英語科教員による乗り入れ授業】 【相互参観授業】



カリキュラム・マネジメントの充実

小中合同全体研修会の実施

課題解決型の研究スタイルの推進

小学校と中学校の連携に向けた小中合同研修

取組のポイント

○ カリキュラム・マネジメントの充実
○ 小中合同全体研修会の実施
○ 課題解決型の研究スタイルの推進

○ 小中合同全体研修会の実施を通して、学習内容の重点化や指導方法の工夫・改
善を図るなど、９年間を見通した教育課程の編成につながった。

○ 課題解決型の研究スタイルを導入したことで、小学校と中学校の連携や教育課
程の接続に対する教職員の意識が高まった。

取組の成果

実践の概要

全国学力・学習状況調査や各種標準学力検査の
分析結果を基に、授業改善を図り、教育課程の編
成、実施、評価及び改善につなげています。

小中合同全体研修会を年間７回、各種部会を数回開催し、小学
校と中学校の教育課程の接続を踏まえた授業実践や協議を通して、
指導力の向上と授業改善を図っています。

小学校と中学校の教員が教科部会に分かれ、児童生徒
の課題解決に向けた授業実践、実践の検証と分析を行
い、結果を合同研修会で発表しています。

小清水町立小清水小学校・小清水町立小清水中学校

・各種調査結果等から、児童生徒の学力や学習状況
を把握・分析
・成果や課題を小・中学校の全教職員で共有

・小中合同全体研修会を定期的に開催し、授業づくりや指導方法等
について、日常的に交流できる体制を整備
・児童生徒の学びの基盤となる学習規律や生活規律を、小学校と中
学校でそろえ、共通した指導を実施

・研修マネジメントサイクルを確立するため、課題解決
型の研究スタイルを導入
・指導事項を整理し、学習内容の系統性や指導方法の継
続性を踏まえた授業改善を推進
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【リモートによる小中合同全体研修会】


